
(公財)AFS日本協会 京葉支部

Connecting Lives,Sharing Cultures 

人とつながる、世界と生きる

「Closer to you」
Looking back now I still can recall the simple joys each day would bring

Soft April snow, a warm summer breeze Your smile, your laugh, the songs we’d sing

Looking through your eyes I learned how to see A new world full of possibilities

And I will always be thankful for all that you’ve given me

原曲：「元気を出して」by 竹内まりや 英語歌詞：Seiji Motoyama

歌手の竹内まりやさん(AFS19期生 1972年～73年アメリカ留学)にご自身の代表曲『元気を出して』

を提供していただき、「つながり」や「絆」をテーマにオリジナルの英語詞をつけて誕生した楽曲

ミニｰ アｰルニ アラリック ラウリンハナ ライハンアナ



ＡＦＳとは
◆AFS AFSは、異文化学習の機会を提供する世界的な教育団体です。

活動の起源は、第一次・第二次世界大戦中に傷病兵の救護輸送をしたボランティア組織

American Field Service(アメリカ野戦奉仕団)です。AFSの理念に共感し、活動を共にする

ボランティアとともに、多様な文化・価値観 の人々と「共に生きることを学ぶ」活動を継続しています。

◆世界的な広がり AFSは、世界的な広がりを持つ組織です。
国際本部をニューヨークに置き、現在、加盟国は約60か国、交流国は100か国以上におよびます。AFSで留学できる国は

多彩で、留学先でも他の国々からの留学生との交流が盛です。英語圏に偏らず、より

世界規模の国際交流を目指して活動しています。交換留学制度が始まった１947年

以降、プログラムの参加者数は累計で50万人を超え、４万人のボランティアが活動を

支えています。2015年にはUNESCOのオフィシャルパートナー(consultative 

status）になりました。

◆(公財）AFS日本協会 公益財団法人AFS日本協会は、特定の政治・宗教に偏らない非営利組織です。日本で

の活動は、１９５４年に初めて８人の留学生をアメリカに派遣して以来、現在まで留学・国際交流の活動を進めてきました。

現在、全国７０支部１３００人のボランティアで留学生の受け入れ、派遣等各種交流活動を行っています。
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◆京葉支部 京葉支部は2001年に発足した支部です。

千葉県全域と東京都の一部（江戸川区、葛飾区）が活動地域となっています。

支部長からのご挨拶
こんにちは！京葉支部支部長の山﨑貴子です。

「コロナ」で大きく変化した我々の生活でしたが、昨年からは、留学生を受け入れ送り出すAFSの日常

が戻ってきたことを実感しています。京葉支部でもコンスタントに留学生・派遣生が出入りし、支部の

行事もリアル開催が出来るようになってきました。

また、1月には京葉支部での留学生受入20周年イベントを盛大に開催することが出来ました！

ご寄稿・ご参加をいただきました方々に改めて感謝申しあげます。

留学生、ホストファミリー、ホストスクール、ボランティア、それぞれが感じたAFS体験をこのニュースレター

の紙面を通じてシェアします、お楽しみください！！

20周年を記念して作成した

京葉支部のコンセプトです→

◆アジア高校生架け橋プロジェクト5ヵ年終了

第５期修了生等 文部科学省永岡大臣を表敬訪問 2023.3.13

2017年6月5日に開催された第23回国際交流会議「アジアの未来」における安倍元総理

大臣スピーチにおいて、「日本語を学ぶアジアの高校生たちに、10か月間日本で暮らせる機会

を、今後5年に1000人規模で提供する」ことが発表され、2018年「アジア高校生架け橋プロ

ジェクト」は始まりました。５年間で21か国974名の高校生が招聘されました。２０２３年３

月13日、第５期修了生等、AFS国際本部ダニエル・オブスト会長、及びAFS日本協会加藤

理事長が文部科学省を表敬訪問し、留学中の体験や学びなどについて、意見交換を行いました。

永岡大臣から、「日本で経験したことを、国に帰ったらみんなに教えてほしい。みんなが大きくなったときに、

日本を好きでいてくれて架け橋として仕事をしてくれたらと思います。また、たくさんの経験をされ、いろんな

ことを学べたと思います。20代30代と大きくなったらこの経験を活かした大人になってほしい。」 というお

言葉をいただきました。

京葉支部では、5年間で12名の高校生(男子2名、女子10名)を迎えました。そのうち、3～5期の

ハナ(ミャンマー)が表敬訪問に参加しました。留学生のみならず、支部にとっても心に残る5年間でした。

https://www.mext.go.jp/b_menu/activ
ity/detail/2023/20230313.html

3～5期ハナ(ミャンマ－)

ここから繋がる、無限の未来へ
Here goes, and Connect the infinite future!



ＡＦＳ京葉支部 支部活動

5月 年間生春組来日

11月

12月
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3月 ニュ－スレタ－Vol.9発行

4月

6月 年間生春組歓迎会、派遣生69期壮行会、架け橋5期来日

7月 皇居&歌舞伎鑑賞

8月 年間生秋組来日

9月

10月 年間生秋組、架け橋5期歓迎会

2022年1月

2月

3月 年間生春組来日

2月 アジア架け橋4期送別会、全国ボランティア大会参加

2023年1月 年間生春組、架け橋5期送別会
京葉支部20周年記念式典

5月

4月年間生春組歓迎会

6月 年間生秋組送別会、歌舞伎鑑賞
ニュ－スレタ－Vol.10発行

◆留学生◆アジア架け橋3期4期5期生 ハナ (ミャンマー) 成田国際高等学校

ハナ 日本に来て色んな事を体験して、数えきれないぐらい思い出を作り、たくさん学びました。色々大変な
ことももちろんありました。今まで留学生活の中で、自分はどう成長したかについて話したいです。
秋の終わりに私は日本に来ました。暑い国から来たので、日本の初めての寒さはつらかったです。その上、

違う言語、食べ物、生活、人々、違うことばかりで私の新しいチャレンジ生活が始まりました。最初の学校の
日は緊張しすぎて、ぼーっとし、優しく話しかけてくれましたが、皆マスクで、初めて聞いた慣れてない外国人
の名前の紹介は、はい、はいとしか言えなかったのです。ホストファミリーは温かく歓迎してくれましたが、やっぱ
り慣れるのも簡単ではなく、マナー、文化的、言語の問題で合わせるのにすごく困っていた時もありました。そのあとは忙しく毎日進
み、自分も知らないうちに、現在の自分になりました。今の私がすごく日本語が上手になりましたが、日本の文化を全部理解して
るわけではないです。最初の日と全く違い、普通に会話でき、日本語で冗談を言えるぐらいまでになりました。

ホストファミリ－は本当の家族になった感じで、前とは全然違い普通に過ごしています。家族旅行とかパーティーなど楽しい時も一
緒だし、私が悲しくて相談するときも一緒だし、いつも一緒です。最初に思っていた、全く知らない人と過ごすと言う無理そうなことま
で、出来たりして自信をもらえました。今はほとんど慣れて来たと思っているけれど、まだまだ新しいことばかりです。今まで少なくても
絶対無理だなぁて思ったこともできるようになって、自分の自信も見つけることが出来ました。この留学生活のおかげで、これからも
自分におこること全部に向かう勇気をもらえたので、頑張れる自信が強くなりました。

留学生

ホストファミリ－川村さん コロナ禍の2020年11月半ば、まだ15歳で可愛らしい優等生の印象のハナとその後2年数か月間、
一緒に暮らした日々はかけがえのない思い出です。先日の送別会で「いちばん思い出？」と聞かれ、日本語には困らなくなったさ
すがのハナも返答に困ったくらい、いろいろな経験とチャレンジを積み重ねましたね。高校1年のクラスですぐに8人の仲良しグループ
ができ、2年ではダンス部の忙しい活動、そして3学期には神戸、大阪に修学旅行、部活動は3年生最後の公演までがんばりまし
た。
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◆留学生◆アジア架け橋5期生 ミニ－(スリランカ) 渋谷教育学園幕張高等学校

◆留学生◆2022年年間生春組 ア－ルニ (フィンランド) 専修大学松戸高等学校

家族旅行もいろいろ行ったよね。北は北海道、南は沖縄。金沢や富士山周辺、
伊豆方面にも出かけました。毎年スノーボード、ファンスキーで雪まみれになって滑っ
ていたね。社会人の長女と大学生の次女と一番賑やかな三女のハナは、いつも
わちゃわちゃでしたね！(笑) これからのハナの将来に、我が家で過ごした経験が
少しでも役に立てばとても嬉しく思います。
千葉の「実家」からいつでも応援しているよ！ちゃんと時々“帰省”してよね！(^^♪

ホストファミリ－豊島さん お迎えの時「はじめまして、ミンサン
ディーと申します」と緊張した様子で話したのが印象的でした。テキ
ストで学んだ固い日本語は夏休み前には自然な日本語になりまし
た。国では一人で電車に乗ったことがないのが、乗り換えのある電
車通学は毎日が大冒険だったことと思います。文化祭ではダンス部
でK-pop を踊り、音楽の授業はスリランカの曲をピアノで演奏、友
達もたくさんできました。毎日帰宅すると学校の出来事を話してくれ
ました。四季の変化特に冬はとても
寒くて大変だったようです。
やまとなでしこという言葉がぴったり
のステキなミニー。次は、満開の桜
と富士山を見に行こうね。

ＬＰ石塚さん 月一回のお出かけ・ビデオ通話はいつも沢山話し
てくれ、楽しかったです。話し込みすぎて電車を降りるのを忘れたこと
も。少しずつ日本人っぽい言い回しが増えたり、どんどん早口になる
のには驚かされるばかりでした。また日本語上手になったねというとホ
ストファミリーのおかげだと毎回感謝を口にしていたのが印象的です。

ミニー 日本に来てから色々面白いことして面白い所と
かいってすごい楽しかったです。学校の友達ともいっぱい
遊びに行き美味しい食べ物を食べて毎日楽しかった。
日本での生活は最初にすごい難しかったけど少しずつな
れ今もっと楽になりました。学校の生活もすごい面白かっ
た。スリランカの学校では日直とホームルームはないので
日本の学校で一所懸命日直やらせてもらって嬉しいで
す。部活でダンス部に入って本当に良かったです。先輩
や後輩、それに同期の高校1年生たちに助けてもらった
り、優しく接してくれてすごく感謝です。学校から帰った後
でホストファミリーのお母さんとずっと話して会話面白かっ
たです。夕方に一人一人帰って来て一緒にご飯食べる
とすごい楽しかったです。この場を借りて、私をサポートし
てくれた友達や先生方に感謝の言葉を言いたいです。

ホストファミリ－天野さん 2022年5月～11月 わが家は娘2人で、
私も姉妹のみの完全な女系家庭で育ち。男子の受入は初めてで、正
直不安もありましたが、初日でその不安は消え去りました。フレンドリーで
日本語が堪能なアールニは、巧みな話術とおもしろ動画で娘たちの心を
つかみました。娘が寝た後、社会制度から哲学的な事まで話した彼との
会話は、時に深夜におよび、日本を外から見た彼の視点は私に色んな
気づきを与えてくれました。そんな人いる？と思うほど大げさな先生のマネ、
ダジャレ、ふざけた一面を持ち
つつ、人生の深いところまで考えている彼のバランス
感覚は学ぶことがとても多かったです。
飽きることのない、充実した5ヶ月間でした。
わが家にて来てくれてありがとう。
楽しい5ヶ月間でした！

アールニ 日本で色々体験できましたが、一番いい
思い出になったのは確かに秋葉原でやったことです。
毎週漫画を探しに行って、宝物を見つけたり買った
りできてとても嬉しく思ってました。秋葉原以外なら、
コミケや展示会などのイベントですな。大ベルセルク
展、ToLOVEる原画展、あとコミケ、一生忘れない
記憶になったと思います。

大ベルセルク展、俺と不死のゾッド
コミケ

京都旅行

ホストファミリーと初めて静岡の旅行一番楽しかった

ＬＰ豊島さん ４ヶ月の予定が２年半の留学生活。未来の自分をイメージするのが難しい時期もあったけど、ハナは今できるこ

とをやるだけと英語と日本語の勉強、ダンス部の活動に集中して取り組んでいたね。

人に優しい素敵な女性に成長したこと心から尊敬してます。ハナと知り合えたことは私の財産です。

ホストファミリ－堀内さん 2022年12月～2023年2月 子供達に海外に興味を持ち、
留学にも興味を持って欲しいと考えて留学生のホストファミリーに応募しました。こんなに日本語
が堪能な留学生を引き受けることになるとは思ってもおらず、意思疎通に不便もなく過ごさせて
もらいました。秋葉原に通い、たい焼きを好み、なんでも辛い味にして食べるアールニ。日本食の
甘い味に飽きたと言われて辛い味の料理を作る機会が増え、我が家の味付けも少し変化しまし
た。パパの夜の話し相手となり、陽帆とマンガ話をして盛り上がって、帰国後は物足りなさを感じ
るだろうなと思います。
留学することで得た自信を糧に自分の夢に向かって進んで欲しいと思います。 ディズニーランド

大好きなダンス部の先

輩と同級生。いつも私
に優しく話してくれたり好
きな曲一緒に踊る部活
は本当に楽しいです



LP山﨑さん フィンランドの若き哲学者！来日前の資料や彼自身が作った自己紹介動画を見た時から私は彼を心の中でそう呼
ぶようになりました。コロナが少し落ち着いてきた２０２２年５月に来日。来日後の東京駅で初めて顔を合わせた時、彼の口から
出てきた日本語は流暢すぎて本当にびっくりしました。ことわざや格言、日本人より上手に言葉を使いこなしていました。言語面でコ
ミュニケーションに苦労しなかった留学生ナンバーワンです。日本の学校制度、文化や習慣など「？？？」と思う事については自分で
考え、解決策（折り合いどころ）を見つけていました。アキバ、コミケ、アニメ、マンガ、好きなものに対しての前のめりの姿勢は哲学者
というよりは１７歳の青年、好感度も爆上がりでした。ホストファミリーの天野さん・堀内さん、ホストスクールの専修大学松戸高等
学校、お世話になり、本当にありがとうございました。アールニ、また日本に来てください！

◆留学生◆2022年年間生秋組 ラウリン (ドイツ ) 光英VERITAS高等学校

ラウリン I have Been in Japan for eight months. My time he was great I change my host family once and the 

food is amazing the whole time here changed me probably for life. I’ve been to many different places and 
tried many different things which aren’t available in Germany where I am from. My favorite food, which I 
didn’t even know of existed until I came to Japan is udon and karaage. I love nature and the mountains of 
Japan were a sight to behold,. It’s extremely interesting to see other flora and fauna then in Europe. 
Apart from the big differences like building style and language. There are a lot of very
small things which are different. For me it is funny to see how Japanese people see 

European people and the other way around because somethings are true but a lot of them 
are completely different. I am very happy to have made these experiences and I am very 
much going to Enjoy my remaining two months in Japan.

ホストファミリー市澤さん 2022年8月～2023年5月 英語は流暢に話しますが、日本語は簡単な挨拶程度しか話せませ
んでした。ホームシックもあるだろうと、しばらくは英語で話していましたが、一向に日本語を話さないラウリンに疑問を感じ始めました。
聞いてみると学校では生徒に話しかけられても日本語がわからないから話せない、クラブは帰宅が遅くなるからあまり行きたくない…家
に帰ると部屋でゲームばかりとうまく日本の生活に馴染めていないようでした。そこから土日に日本語レッスンをしたり、AFSのLPの方
に個別の日本語レッスンをしてもらうなど交流を通じて留学を楽しんでもらいたいと思いましたが、レッスンも予定を忘れて…。日本語
を覚えようともせず家でゲームをしてニコニコしている姿に「この子は何をしに日本に来たんだろう」と思う日々が続きました。
一方、私は英語で彼とよく話し、夕食を作ったり、散歩や外食をしたり、一緒に時を過ごしました。17歳と言う年齢で自分の考えを

しっかり持っている彼と話す時間はとても楽しかったです。彼が家を離れてから2週間経
ちますがいなくなると、やはり寂しく、先日もケーキを買いにいった時に、無意識にラウリン
の分も買っていました。お別れ会でどれだけ彼の日本語が上達しているか楽しみにした
いです。 AFS関係者の方には今回の滞在期間中本当によく支援をしてくださり、気
遣っていただき本当に感謝しています。ありがとうございました。

◆留学生◆2022年年間生秋組 アラリック (デンマーク ) 松戸国際高等学校

アラリック ここ日本でホストファミリーと一緒に作った
本当に良い思い出です。 ホストマザーのお姉さんとそ
の旦那さんが招待してくれました。 私とホストファミリー
は素敵なフランス料理レストランへ行きました。 彼女の
夫はジャズバンドで演奏していました。 その経験がとて
も気に入りました。 ご飯も本当に美味しかったし、音
楽も本当に良かったです。 ホストファミリーとの本当に
良い思い出になりました。
日本でのもう一つの本当に幸せな思い出は、東京の
他の留学生たちと上野公園で桜を見に行ったことです。
私たちは公園でピクニックをし、その後アメ横商店街に
行きました。
私は世界中からの留学生
と話すのが大好きです。
他の留学生と共通点がた
くさんあることがよくあ
るので彼らと話すのはい
つもとても楽しいです。

ホストファミリー 北埜さん デンマークから来るけどアメリカ国籍の男の
子！？子供たちは、よく理解できない中でもドキドキワクワク、また少し
の不安を感じる中、アラリックと初対面！最初は何と声をかけていいのわ
からない子供たちに、アラリックの優しさと好奇心旺盛な性格に、子供達
も日本語で一生懸命コミュニケーションをとろうとトライしていると、気づい
たら3人兄弟のような雰囲気を感じるようになっていました。とにかく食べ
ることが大好きで、何でもトライするアラリック！！
このまま美味しい日本食を食べ続けた
らどうなることやらっと思っていたところ、
1年後はこんな姿に！もちろん食生活
の変化だけではなく、朝からホストパパ
とトレーニング！
将来、プロ格闘家になったアラリックに
会えるのを楽しみにしているよ～

新年にホストファミリーと 京都伏見稲荷

LP 三塩さん 第一印象は、明るく元気で物おじしない男子。そのまま、
楽しく日本の生活を満喫したのではないでしょうか。来日直後まだ通学
前に松戸国際の文化祭へ同行したときは、初対面とは思えないほどクラ
スの生徒と一緒に、日本の文化祭を楽しんでいました。ホストファミリーの
北埜様ご一家や短い間でしたがお世話になりました田中様ご一家とは
仲良く過ごすことができ感謝しております。
濃茶をこよなく愛するアラリックはみんなの人気者です。

千葉伊予ヶ岳登山 ラウリンの17歳の誕生日会
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私はイタリアに留学し積極性を学びました。学校での友達作りが一番大変でした。しかし自分から話しかけて行くことで段々と色
んな人と話すことができるようになりました。またホストファミリーと仲良くなるためにできるだけリビングで過ごしたり買い物に付いて行っ
たりしました。このようなことが徐々に実り、最後帰るころには皆から「また帰ってきてね」と言われるまで仲良くなりました。この経験か
ら自分から行動を起こさないと環境は変わらないのだと思いました。大学生になった今でもこの経験は役に立っています。つい先日
タンデムパートナーに申し込みました。外国人と二人三脚でお互いの言語能力を高めるというプログラムです。もし留学してなかった
ら、このようなプログラムにも参加していなかったと思います。
AFSでの留学は私の人生を大きく変えてくれました。

最後になりますが、留学を支えて頂いたAFSのボランティアの皆さん、
ホストファミリー、イタリアで出会った皆さん、ありがとうございました。

◆派遣生 66期 長谷川悠太さん (イタリア) Regina Margherita

私は留学で多岐に渡って貴重な思い出をつくることができました！その中でも最も印象的だったものを３つご紹介します！１つ目
はエストニアへの旅行でおとぎ話宛らの街を実際に体験して感無量の心地に至るとともにヨーロッパ圏の距離の近さに驚嘆しまし
た！2つ目はAFSの活動で北の地ラップランドへ行き、スキー・スノーボード場の頂上からの壮大な景色を目の当たりにして自然の
雄大さに思わず圧倒されてしまいました！国境を越え大勢の人とともに過ごした極寒の地での寒中水泳とサウナは唯一無二の体
験でした！最後に見知らぬ人にお願いしてホストファミリーの家に送って頂いたことで、フィンランドの方々の寛大さに感動しました！
以上の体験を経て、フィンランドの幸福度の高い理由に対する自己の見解や何事にも積極的に取り組む姿勢や国際的な業務に
携わりたいという意志や何事にも感謝する習慣や何度も挑戦し続ける姿勢、
そして酸いも甘いもあった上でのかけがえのない人間関係を得ることができました！
現在、私は法学部に所属していて自分の目標に向けて日々、学習に励んで

います！そして、今の自分があるのは留学によるものが大きいと思うので留学以
前、留学中、留学以後のあらゆる出来事・人・ご縁に感謝をしてもしきれませ
ん！今後も感謝の気持ちを忘れることなく、貴重かつ濃密な留学生活を糧に
精進して参ります！。

◆派遣生 66期 稲津颯真さん (フィンランド) Linnankosken lukio

派遣生

ホストファミリー西宮さん 2023年5月～ ゲームともちを愛するラウリンは、我が家にとっても初めての受け入れ留学生。はじめ
はお互い緊張していたスタートでしたが、すぐにGWに入り、色々と出かけるうちに、あっという間に溶け込んでくれました。ラウリンのも
ち好きは、信玄餅の残ったきな粉に、さらにもちを追加して食べるほどで、先日はもち米から炊いて、もちパーティもしました。
ドイツのもちは日本のもちとは違うみたいなので、日本の美味しいもちを胃袋いっぱいに詰め込んでもらおうと思ってま
す。小学1年生の息子は一緒に遊んでもらえるのが楽しみで、学校から帰るとすぐ部屋まで様子を見に行きます。
走り回り、肩車をしてもらい、エネルギッシュに遊んでもらえて大喜び、ゲームをしている時は横から覗き込み、
日本語で「いいじゃん！」などと応援している姿が、本当の兄弟のようです。
私たちの愉快な家族の一員、息子の良きお兄ちゃんになってくれて本当にありがとう！！

LP天野さん 娘たちと共にあちこちお出かけしました。11月には公園でお餅つき、クリスマスには東京駅へイルミネーションを見に行
き、3月には高尾山にも登りました。日本語の習得に苦労していたラウリンには、オンラインや対面で日本語のレッスンをしましたが、
十分が成果が引き出せなかったのが心残りです。生活面でのサポートだけでなく、本人のモチベーションの維持や言語習得の大切
さを改めて感じた体験でした。

私が約半年の留学生活の中で一番印象に残っている思い出は、「ホストファミリーとの出会い」です。私は、アメリカに行く前に「ホ
ストファミリーと本物の家族のような関係を作る」ということを大きな目標として掲げていました。そのため、アメリカでは自分の部屋には
こもらずみんなの共有スペースであるリビングに常にいることを意識しました。この行動により、ホストファミリーのみんなと自然に会話を
することができるようになりました。ここから、自分が積極的に動くことがどれほど大切なのかということを学べました。私が留学する前に
掲げていた目標が実際に達成することができたのは、目標で終わらなかったからだと感じています。気持ちが大きくてもそれを相手に

表示しないとその気持ちは届かずに止まってしまいます。行動することができたことにより、関係性
を蓄積できたと思っています。ホストファミリーと出会い、コミュニケーションを交わし、距離を縮める
ことができ、今でもほぼ毎日連絡をとるほど仲がいいです。
留学を通して、アメリカの家族という大切な存在と、目標を掲げ実行することの大切さを学ぶ

ことができました。

◆派遣生 66期 吉岡美空さん (アメリカ) Prosper high school
66期(2019年出発)3名の体験談です
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社会人ボランティア

私のAFSとの関わりは39期オーストラリア派遣生から始まりました。
初めての国で、初めて会う家族の一員になり、初めての学校に通う。全てが新鮮！
様々な経験と、たくさんの方々との出会い、たくさんの喜怒哀楽。今までに無い濃密な日々でした。その時の忘れられない経
験があり、その後ホストファミリー、学生ボランティア、社会人ボランティアに至っています。

私にとってAFSとは時に楽しく、時に新しい発見や学びがあり、
普段では出会えない方々と知り合いになれる日常生活のスバイス
のような存在です。
そして最近は、若い方々からエネルギーと流行りの情報ももらってい
ます（笑）
オーストラリアのホストファミリーから教わった言葉

“Take it easy”を今でも大切にしてます。

◆田中桂子さん 社会人ボランティア(2022年～2年)

私が社会人ボランティアになった理由は、自分自身が留学や海外での仕事の経験を通じて多くのことを学んだことから、その
経験を他の人たちにも提供したいという思いがあったからです。また高校生の娘が留学中であった為、その間に私も海外と繋
がる事をして何か恩返しみたいな事をしたいという思いもありました。
私にとってのAFSは、世界中の人々と交流することを通じて、異なる文化や価値観を学び、自分自身がより広い視野を持

てるようになった場所です。また、京葉支部は、ボランティアスタッフの方々が熱心に活動している場所であり、多くの人々が支
え合っているコミュニティでもあります。そのような支部でボランティアをすることで、自分自身が成長するだけでなく、地域社会に

貢献することができると感じました。
AFSのボランティア活動は、日本に滞在する留学生たちの生活サ

ポートや、イベントの企画・運営などです。ボランティアを始めてまだ
1年弱でまだまだ経験が浅く、様々なことを学びながら活動していま
すが、活動を通じて多くの人々と出会い、新しい発見がある日々を過
ごしています。私自身も、留学や海外経験で学んだことを生かしなが
ら、留学生たちに役立てることができるよう、これからも精進していきた
いと思います。

1992年
オーストラリアのホストファミ
リーとの1枚

2022年 夏の皇居ツアー、歌舞伎初企画 皇居ツアー 英語、ドイツ語、
スペイン語、日本語と色々な言語のガイドさんによる案内。留学生、派
遣生、学生ボランティア、社会人ボランティアなどたくさんの方が参加
しました。同日午後は歌舞伎鑑賞。歌舞伎鑑賞から参加した方も加わり
充実した一日でした。

留学生を2回受け入れした後、当時の支部長に誘われ、何かできることがあれば～と、軽い気持ちで始めた社会人ボラン

ティア。その活動も3年目に入りました。その間、短期や長期のホストファミリーをしたり、LPとして留学生をサポートしたり、娘た

ちを巻き込んで活動してきました。始めた当初は、「こちらが何かしてあげる」

と言う気持ちでしたが、留学生との関わりから学ぶことは本当に多く、この歳

になって常識や世界観が変わると言う貴重な体験をしています。

日本にいながらにして、子どもたちの世界や視野が広くなったのもありがたい

ことです。

AFS活動の多くはボランティアで成り立っていますが、”与える”以上に”受

け取る”ものも多く、多くの方が長く続けている理由がわかる気がします。

その一人として今後もできる限り活動を続けていき たいと思います。

◆天野真弓さん ホストファミリー⇒社会人ボランティア(2021年～3年)

2023年2月
ハナ(ミャンマー)と新大久保へ
K･POPショップ巡り

2023年1月
年末年始10日間滞在の
アディティ(インド)と
餃子作り

◆長谷川涼子さん 派遣生⇒社会人ボランティア(2019年～5年)

2010年5月
AFSトリノ支部が開催した日伊
交流イベントに参加しました

今回は3名に、ボランティアになった理由
やAFSとの関わりをうかがいました。
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京葉支部の活動は、皆様からのご寄附で支えられています。
これまでいただきましたご寄附は、留学生や派遣生の交流行事やニュースレターの発行費用等
に活用させていただきました。
引き続きのご支援を賜りますよう、お願いいたします。
・AFS日本協会のホームページ「寄附」メニューから、クレジットカードで
手続きが可能です。

・郵便口座への振替は以下です。
口座番号 00170-5-610779 加入者名：AFS寄附金口座

いずれの場合も、通信欄には「京葉支部宛寄附」とご記載ください。
AFS日本協会への寄附は、確定申告の際に各種税金の優遇措置の対象となります。

お問合せ先
(公財)AFS日本協会 京葉支部

E-mail：info-keiyo@afs.or.jp
HP URL:https://www.afs.or.jp/contact-us/keiyo-chapter/

◆Instagram、Facebook配信中 支部活動の様子をご覧ください。
フォロー・いいねでの応援もよろしくお願いいたします。
Instagram:(公財)AFS日本協会京葉支部 →  afs_keiyo
Facebook:(公財)AFS日本協会京葉支部 →  AFS_keiyo京葉

◆ボランティアのお願い
ボランティア活動をお考えの方、これまで京葉支部を支えてくださった方で、再度一緒に活動を
行ってくださる方を募集しています。
オンライン家庭訪問などのオンラインのみの活動、広報(ニュースレターの編集・発送)などの部
分的、期間限定の活動への参加も可能です。
可能な方は、以下までご連絡ください。ご検討よろしくお願いいたします。

◆支部を支えてくださっている寄附金納付者の皆様、
ホストファミリー、ホストスクール、ボランティアの皆様へ

いつも留学生・派遣生の笑顔を支えていただき、ありがとうございました。
AFSでの留学が、彼ら彼女らの経験の１つとして 輝く未来、世界レベルの絆、
そして、真の世界平和につながることを、心より願っています。
2023年も引き続き、ご支援・ご協力をいただきたく、よろしくお願いいたします。

ご寄附のお願い

お知らせ


	スライド 1
	スライド 2: ＡＦＳとは
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8

